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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第１四半期連結
累計期間

第49期
第１四半期連結

累計期間
第48期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 5,685,520 5,474,243 23,399,514

経常利益又は経常損失（△） （千円） 331,084 △24,405 551,924

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失(△)

（千円） 250,380 △935,035 461,287

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 250,681 △1,029,474 760,247

純資産額 （千円） 10,939,276 10,140,890 11,448,838

総資産額 （千円） 19,811,593 21,798,960 23,984,343

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額(△)

（円） 1.80 △6.72 3.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.2 46.5 47.7

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第48期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

４．第49期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

５．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において当社グループの事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　　　該当事項はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　　　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」又は「四半期純損失(△)」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」又は「親

会社株主に帰属する四半期純損失(△)」としています。

　　（１）業績の状況

〔総合エンターテインメント事業〕

（アミューズメント施設運営部門）

主力のメダルゲームジャンルにおける単価施策や各種イベントの開催等を積極的に実施したほか、カラオケ店舗や

カフェ店舗におけるコラボ企画を多数開催し、さらに新会員システムの運用開始等の各種集客施策等を実施致しまし

たが、一部のゲームジャンルにおいては回復傾向にあるものの、スマートフォンをはじめとした遊びの多様化に伴う

ゲームセンター市場における個人消費意欲の減衰を補うには至らず、全体としては軟調に推移致しました。

 

(景品の製造・販売部門)

アニメやマンガなどのコンテンツ市場の伸長を背景に、既存取引先への景品販売は堅調に推移したものの、利益率

の高いオリジナル景品の販売の伸び悩み、円安進行等の影響により、軟調に推移致しました。

 

以上の結果、総合エンターテインメント事業の業績は、売上高3,580百万円（前年同四半期比△2.9％）、セグメン

ト利益199百万円（前年同四半期比△24.5％）となりました。

 

 

〔不動産事業〕

（一戸建分譲部門）

　消費税増税後の住宅需要が回復傾向にあるなか、横浜支店の開設による営業エリアの拡大や、既存エリアである城

南エリア（関東）、北摂エリア（関西）における物件販売が順調に推移したことにより、前年同四半期よりも業績は

下回ったものの、売上に貢献致しました。

 

（不動産アセット部門）

都内に保有する不動産の安定した賃料収入により、順調に推移致しました。

 

以上の結果、不動産事業の業績は、1,249百万円(前年同四半期比△32.5％)、セグメント利益73百万円（前年同四半

期比△69.9％)となりました。

 

 

〔商業施設建築事業〕

　国内の景気動向に後押しされ、建築市場が回復傾向にあるものの、依然として工事価格の競争激化もあり、軟調に

推移致しました。

 

以上の結果、商業施設建築事業の業績は、売上高30百万円(前年同四半期比△78.9％)、セグメント損失18百万円

（前年同四半期比－％)となりました。

 

 

〔介護事業〕

平成27年４月の法改正により、主力事業の通所介護事業（小規模ディサービスを含む）の介護報酬単価が下がるな

か、直営事業所の稼働率の向上に努めましたが、人員採用環境が依然厳しく、必要な人員確保が難しく、事業運営に

苦戦いたしました。

 

以上の結果、介護事業の業績は、売上高608百万円、セグメント損失110百万円となりました。

なお、当事業のセグメント区分に関しましては、日本介護福祉グループの平成27年１月からの業績を取り込んでい

るため、前年同四半期比の記載はありません。
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以上の結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高5,474百万円（前年同四半期比△3.7％）、営業利

益11百万円（前年同四半期比△96.9％）、経常損失24百万円（前年同四半期比－％）、親会社株主に帰属する四半期

純損失935百万円（前年同四半期比―％）となりました。

　なお、平成27年８月11日付け「連結子会社の異動（株式譲渡）及び介護事業の休止ならびに特別損失の計上に関す

るお知らせ」のとおり、当社の連結子会社である株式会社日本介護福祉グループの全株式を譲渡したことに伴い、介

護事業を休止することとなったため、当第１四半期連結累計期間において1,032百万円の特別損失を計上しておりま

す。

 

　また、当第１四半期連結累計期間より、従来の「アミューズメント事業」は「総合エンターテインメント事業」

へ、また「商業建築事業」は「商業施設建築事業」へとセグメント名称を変更しておりますが、当該変更は名称変更

のみであり、事業区分の方法に変更はありません。

 

 

 

　（２）財政状態の分析

　当第１四半期連結累計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べて2,185百万円減の21,798百万円とな

りました。これは主として現金及び預金の減少並びに固定資産の減損損失計上による減少の影響であります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べて877百万円減の11,658百万円となりました。これは主として支払手

形及び買掛金等の減少、長期借入金の返済による減少によるものです。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて1,307百万円減の10,140百万円となりました。これは主として配

当金の支払、その他有価証券評価差額金の減少及び親会社株主に帰属する四半期純損失による影響であります。

　この結果、自己資本比率は46.5％（前連結会計年度末は47.7％）となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 550,000,000

計 550,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成27年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 139,259,092 139,259,092

 東京証券取引所

 ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数1,000株

計 139,259,092 139,259,092 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 139,259,092 － 4,405,000 － 4,359,307

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 22,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　138,944,000 138,944 －

単元未満株式 普通株式　　　293,092 － －

発行済株式総数 　　　　　 139,259,092 － －

総株主の議決権 － 138,944 －

（注）１ 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が62,000株および自己株式の失念株式

7,000株が含まれております。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権

の数62個および自己株式の失念株式に係る議決権の数７個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

アドアーズ株式会社 東京都港区虎ノ門１－７－12 22,000 － 22,000 0.02

計 － 22,000 － 22,000 0.02

　（注）１.上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が7,000株（議決権の

数７個）あります。

　　　　　なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれております。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで) に係る四半期連結財務諸表及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、興亜監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,436,629 3,521,320

受取手形及び売掛金等 1,094,572 1,103,388

未成工事支出金 － 194

仕掛販売用不動産 561,608 911,947

販売用不動産 2,088,116 1,785,145

商品 218,297 288,867

貯蔵品 60,068 63,775

前払費用 512,573 504,161

未収入金 191,707 142,757

前渡金 103,881 89,830

繰延税金資産 138,290 112,314

その他 335,462 328,579

貸倒引当金 △98,824 △137,583

流動資産合計 9,642,384 8,714,698

固定資産   

有形固定資産   

アミューズメント施設機器（純額） 1,351,760 1,203,213

建物及び構築物（純額） 2,468,207 2,302,946

工具、器具及び備品（純額） 105,733 97,054

機械装置及び運搬具（純額） 9,294 1,436

リース資産（純額） 11,040 9,618

土地 1,463,359 1,460,359

建設仮勘定 12,238 9,626

有形固定資産合計 5,421,633 5,084,256

無形固定資産   

借地権 1,098,016 1,098,016

のれん 430,911 52,043

ソフトウエア 16,079 23,692

顧客関連資産 536,142 －

その他 11,407 607

無形固定資産合計 2,092,558 1,174,360

投資その他の資産   

投資有価証券 1,286,338 1,131,577

出資金 10,773 10,743

長期前払費用 101,372 76,648

敷金及び保証金 5,203,648 5,194,422

破産更生債権等 118,710 118,002

繰延税金資産 154,780 358,981

その他 168,411 123,937

貸倒引当金 △216,267 △188,668

投資その他の資産合計 6,827,768 6,825,644

固定資産合計 14,341,959 13,084,261

資産合計 23,984,343 21,798,960
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金等 819,513 467,585

短期借入金 1,602,100 1,854,100

1年内返済予定の長期借入金 2,007,873 2,053,489

1年内償還予定の社債 120,000 120,000

リース債務 930 930

未払金 1,119,103 942,084

未払費用 146,846 153,721

未払法人税等 76,288 24,603

未払消費税等 93,475 102,577

未成工事受入金 1,107 17,277

前受金 200,912 156,422

預り金 62,172 130,596

資産除去債務 125,787 25,251

その他 2 8,401

流動負債合計 6,376,113 6,057,043

固定負債   

社債 320,000 320,000

長期借入金 4,667,109 4,157,599

長期未払金 468,637 401,795

預り保証金 458,005 459,370

リース債務 2,869 2,636

資産除去債務 242,770 259,624

固定負債合計 6,159,392 5,601,025

負債合計 12,535,505 11,658,069

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,405,000 4,405,000

資本剰余金 4,797,051 4,797,051

利益剰余金 1,946,374 732,866

自己株式 △2,612 △2,612

株主資本合計 11,145,813 9,932,305

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 303,024 208,585

その他の包括利益累計額合計 303,024 208,585

純資産合計 11,448,838 10,140,890

負債純資産合計 23,984,343 21,798,960
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 5,685,520 5,474,243

売上原価 4,757,731 4,685,634

売上総利益 927,788 788,608

販売費及び一般管理費 567,226 777,583

営業利益 360,561 11,025

営業外収益   

受取利息 343 549

受取配当金 862 872

広告協賛金 9,394 12,962

その他 9,950 9,932

営業外収益合計 20,551 24,316

営業外費用   

支払利息 40,627 46,501

その他 9,401 13,244

営業外費用合計 50,028 59,746

経常利益又は経常損失（△） 331,084 △24,405

特別利益   

固定資産売却益 － 127

違約金収入 2,000 9,515

その他 － 3,366

特別利益合計 2,000 13,009

特別損失   

固定資産売却損 2,651 4,767

固定資産除却損 5,002 396

減損損失 － ※１ 1,036,024

訴訟関連損失 6,114 －

その他 1,139 5,657

特別損失合計 14,909 1,046,846

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
318,175 △1,058,241

法人税等 67,794 △123,206

四半期純利益又は四半期純損失（△） 250,380 △935,035

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
250,380 △935,035
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 250,380 △935,035

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 301 △94,439

その他の包括利益合計 301 △94,439

四半期包括利益 250,681 △1,029,474

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 250,681 △1,029,474
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主への表示の変更を行っております。

　当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務

諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　減損損失

　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

　減損損失の内訳は、のれん356,859千円、顧客関連資産516,285千円、建物その他162,880千円であります。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

減価償却費 309,814千円 281,188千円

のれんの償却額 14,595 22,007

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　　　配当金の支払額

　（決議） 株式の種類
 配当金の総額

　（千円）

 １株当たり

 配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
　普通株式 278,474 2.00 平成26年３月31日 平成26年６月26日 　利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

　　　配当金の支払額

　（決議） 株式の種類
 配当金の総額

　（千円）

 １株当たり

 配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
　普通株式 278,472 2.00 平成27年３月31日 平成27年６月26日 　利益剰余金

 

EDINET提出書類

アドアーズ株式会社(E05020)

四半期報告書

13/20



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額(注)

３ 
総合エン
ターテイン
メント事業

不動産事業
商業施設
建築事業

計

売上高         

外部顧客へ

の売上高
3,686,796 1,851,439 146,893 5,685,128 391 5,685,520 － 5,685,520

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

－ － 39,694 39,694 － 39,694 △39,694 －

計 3,686,796 1,851,439 186,587 5,724,823 391 5,725,214 △39,694 5,685,520

セグメント利益

又は損失(△)
263,917 245,099 △7,627 501,389 △137 501,251 △140,689 360,561

　(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パチスロ機周辺機器レンタル事

業であります。

　　　２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△140,689千円は、主として各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額(注)

３ 
総合エン

ターテイン

メント事業

不動産事業
商業施設

建築事業
介護事業 計

売上高          

外部顧客

への売上

高

3,580,198 1,249,216 30,988 608,381 5,468,785 5,457 5,474,243 － 5,474,243

セグメン

ト間の内

部売上高

又は振替

高

131 － 57,565 － 57,696 － 57,696 △57,696 －

計 3,580,329 1,249,216 88,554 608,381 5,526,481 5,457 5,531,939 △57,696 5,474,243

セグメント

利益又は損

失(△)

199,313 73,725 △18,830 △110,151 144,056 △4,372 139,684 △128,658 11,025

　(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パチスロ機周辺機器レンタル事

業・ゴルフ事業であります。

　　　２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△128,658千円は、主として各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　４．当第１四半期連結会計期間より、従来の「アミューズメント事業」は「総合エンターテインメント事業」

へ、「商業建築事業」は「商業施設建築事業」へ名称を変更いたしました。なお、当該変更は名称変更の

みであり、報告セグメントの区分の方法に変更はありません。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第１四半期連結累計期間に、「介護事業」セグメントにおいて1,032,833千円の減損損失を計上しました。

また、「総合エンターテインメント事業」セグメントにおいて3,190千円の減損損失を計上しました。

 

　　（のれんの金額の重要な変動）

　当第１四半期連結累計期間に、「介護事業」セグメントにおいて、のれんの減損を行ったことにより、のれん

の金額に重要な変動が生じております。

　当該事象によるのれんの減少額は、356,859千円です。

　なお、上記（固定資産に係る重要な減損損失）の中に、のれんの減損額も含めて記載しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額
1円80銭 △6円72銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

250,380 △935,035

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

250,380 △935,035

普通株式の期中平均株式数（千株） 139,236 139,236

 
（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（固定資産の譲渡）

当社は、平成27年７月16日開催の取締役会において、下記のとおり固定資産を譲渡することについて決議致しまし

た。

 

 

１．譲渡の理由

当社は、主力事業である総合エンターテインメント事業において、保有する固定資産の見直しを実施することで経

営資源の効率活用と財務体質の強化を図るため、当該固定資産を譲渡することと致しました。

 

２．譲渡資産の内容

資産の内容及び所在地

東京都豊島区西池袋一丁目33番7号

店舗　　：地下2階～地上4階

事務所　：地上5階～地上8階

土地面積：　264.15㎡

建物面積：1,497.45㎡

譲渡価格
譲渡先との守秘義務契約により、開示は控えさせていただき

ます。

現況 自社運営店舗・事務所

 

３．譲渡先の概要

商号 株式会社ＯＨリアルエステート・マネジメント

本店所在地 東京都千代田区丸の内二丁目4番1号

代表者 関口　貢正

主な事業の内容 不動産の売買、仲介、賃貸及び管理業務

譲渡先と当社との関係
資本関係・人的関係・取引関係及び関連当事者として特記す

べき事項はございません。

 

４．譲渡の日程

契約締結日　　平成27年７月17日

物件引渡日　　平成27年９月30日（予定）

 

５．損益に及ぼす影響額

当該資産の譲渡に伴い、第２四半期連結会計期間において、固定資産売却益200,000千円（概算値）を特別利益とし

て計上する予定であります。
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（連結の範囲の変更を伴う子会社株式の譲渡）

当社は平成27年８月11日開催の取締役会において、当社連結子会社である株式会社日本介護福祉グループの全

保有株式を藤田英明氏（株式会社日本介護福祉グループ代表取締役）に譲渡することを決議いたしました。

なお、今回の株式譲渡によって、第２四半期連結会計期間より当社の連結子会社から除外されることになりま

す。

 

 

１．株式譲渡の理由

当社は、通所介護事業等を行う株式会社日本介護福祉グループを平成26年11月に子会社化することにより介護

事業に参入し、さらに平成27年4月に499,999千円の追加出資を行い、居宅支援事業所や教育機関の開設等による

成長を目指して参りました。これまでも一定のシナジー効果を創出したと認識しておりますが、昨今の業界およ

び同社を取り巻く事業環境が激変していく中で、改めて今後の当社グループの戦略を再検討した結果、当面、当

社の中核事業である総合エンターテイメント事業に経営資源を注力すべきであるとの結論に達し、保有する株式

会社日本介護福祉グループの全株式を譲渡することといたしました。

 

 

２．株式譲渡の概要

(1)譲渡対象会社の名称 　株式会社日本介護福祉グループ（介護事業セグメント）

(2)譲渡対象会社の事業内容 　主に「茶話本舗」ブランドによる通所介護事業の運営及び当該事業のフランチャ

イズ展開

(3)契約締結日 　　　平成27年８月11日

(4)株式譲渡実行日 　平成27年８月11日

(5)譲渡損益 　本株式の譲渡（譲渡価額：50,000千円）に伴い、当第１四半期連結会計期間において、減損損失

（1,032,833千円）を計上しております。また譲渡損益については、第２四半期連結会計期間において計上予

定でありますが、譲渡時点の純資産の状況によって変動するため未定であります。

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月11日

アドアーズ株式会社

取締役会　御中

 

興亜監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　恭　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松村　隆　　　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアドアーズ株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アドアーズ株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成27年８月11日開催の取締役会決議に基づき、連結子会社である

株式会社日本介護福祉グループの保有株式の全てを譲渡している。

　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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